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それでは、第一生命グループの２０１３年３月期第３四半期の決算

報告を行います。

いつものように、私から資料に沿って決算内容についてご説明させ

ていただき、残りの時間を質疑応答とさせていただきます。

１ページをご覧下さい。
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今回の決算のポイントを以下の３点にまとめました。

第一に、金融環境の好転によりグループ各社が恩恵を受けた決算内容となりまし

た。第一生命単体ではキャピタル損益が改善、第一フロンティア生命では変額年

金の最低保証に係る責任準備金が「繰入れ」から「戻入れ」に転じました。また、為

替が円安に振れたことから、オーストラリアのTAL社等海外事業からの貢献度が

増しました。

第二に、営業業績は堅調に推移しています。第一生命単体では、貯蓄性商品のノ

イズもあるため、前年度との比較で見え難い点はありますが、主力商品が堅調に

伸びています。第一フロンティア生命では変額年金の販売も回復するなど、バラン

スの取れた商品構成が強みを発揮しました。海外事業も各地域で新契約が高い

伸びを実現しました。

第三に、財務健全性強化に向けた対応を加速させました。第一生命単体ではすで

に上半期で年間分の危険準備金・価格変動準備金を前倒しで積んでいましたが、

第３四半期は超長期債の積み増しも更に進めました。第一フロンティア生命では

最低保証に係る危険準備金を３四半期分積み立てました。

こうした状況を受けたガイダンスのアップデートについては最後に説明します。

２ページをご覧下さい。
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業績ハイライトをお示ししています。

連結経常収益はほぼ前年同期並みの3兆5,837億円、連結経常利

益は同39%減の1,126億円となりましたが、連結純利益は同94%増

の246億円となりました。

経常利益が減益となったのは、前年同期において、内外の厳しい運

用環境や法人税制改正に伴う会計処理の影響への対応として内部

留保を取り崩していたことが要因です。今期第３四半期は運用収支

が好転する中、銀行窓販や海外事業など成長分野の貢献度の高ま

りも相まって、財務健全性強化に向けた内部留保の積み増しを加速

させながら、純利益段階では大幅増益を達成しています。また、通

期予想に対する進捗率も高水準になっています。

次に３ページをご覧ください。
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連結主要収支の詳細をご説明します。

保険料等収入の減少は、第一生命単体で前年同期に販売が好調だった貯蓄性商品

が、低金利等を受け上半期に販売減となった影響によるもので、第３四半期単独では

成長分野を中心に堅調な営業業績が保険料等収入に反映されつつあります。

運用環境の改善を受け、特別勘定資産運用収支が前年同期の「費用」から「収益」に

転じていますが、これは責任準備金の「繰入れ」によって相殺されるため、経常利益に

は影響しません。責任準備金等繰入額はさらに、第一生命単体で危険準備金が「戻入

れ」から「繰入れ」に転じていることの影響も考慮する必要があります。他方、有価証券

売却損、有価証券評価損はいずれも大きく縮小しています。

前年同期の特別利益にはＴＡＬの完全子会社化に伴う段階取得利益231億円や価格
変動準備金の戻入額48億円を計上しています。また前年同期の特別損失には大井事
業所の土地・建物の譲渡に伴う減損損失として249億円を計上しています。これに対し
て当第３四半期の特別損失には第一生命単体・第一フロンティア生命における価格変

動準備金繰入額142億円を計上しています。

さらに、前年同期の法人税等合計には繰延税金資産取り崩しに伴う法人税等調整額

の増分725億円が含まれています。

次に４ページをご覧下さい。
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グループ各社の決算についてコメントします。

第一生命単体は、追加責任準備金の積み立てに加えて、証券化した住

宅ローン等債権の劣後受益権売却益を上半期に計上したことにより、逆

ざやが改善しました。運用環境の好転を背景とするキャピタル損益の改

善も進み、内部留保を積み増した上でも大幅増益を実現しています。

第一フロンティア生命は、好調な営業業績が続いています。預り資産の

積み上がりに伴う収益改善効果に加え、過去に販売した変額年金の最低

保証に係る責任準備金が「繰入れ」から「戻入れ」に転じています。このた

め、上半期までに計上していなかった、最低保証に係る危険準備金を３

四半期分積み立てながらも、純損失額は大幅に縮小しました。

ＴＡＬも好調な営業業績が続いており、経常収益が前年同期比16％増と
なりました。反面、経常利益・四半期純利益は豪ドルベースで微減となり

ました。金利の低下は国際会計基準においてTALの利益を押し上げる要

因となりますが、当第３四半期はオーストラリアの金利低下幅が前年同期

に比べて小幅にとどまり、利益の押し上げ要因が縮小したためです。金

利変動等の影響額を除く修正利益は同18％増となっています。

次に５ページをご覧下さい。
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新契約の動向についてご説明します。

グラフは第一生命グループの新契約を年換算保険料で示しており、

以下は全て年換算保険料ベースで説明しています。

第一フロンティア生命や海外事業など成長分野の新契約はいずれ

も前年同期比で３割前後の高水準な伸びを達成しています。反面、

第一生命単体の第三分野の新契約は同4.8％のマイナスとなりまし

た。「メディカルエール」の新契約は、前年販売が好調であった反動

を吸収してプラス成長を続けているものの、旧商品の一部が順風ラ

イフ等にシフトしたものです。しかし、グループ全体での新契約は前

年同期比8.3%増と高い伸びを達成しています。

次に６ページをご覧ください。
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保有契約の動向についてご説明します。こちらも年換算保険料ベー

スで説明しています。

第一生命単体の保有契約は前期末比0.05%減とほぼ横ばいになり

ましたが、第三分野の保有契約は同1.2%増、第一フロンティア生命

の保有契約は同17.8%増、またＴＡＬの保有契約は円ベースで同

16.9%増など、成長分野の保有契約はいずれも成長を見せており、

グループ全体で見ても、保有契約は同2.3%増と、プラス成長が続

いています。

次に７ページをご覧ください。
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国内生保事業の基礎利益についてご説明します。

第一生命と第一フロンティア生命合算の基礎利益は、変額年金の最低保証に係る責

任準備金の繰入れ・戻入れが一時的な変動要因として影響します。この影響を除いた

調整後の基礎利益は左の棒グラフで示されるように、前年同期の2,239億円から
2,228億円と、ほぼ横ばいとなりました。
なお、前年同期の基礎利益には東日本大震災に係る保険金の支払い見込額が減少

したことに伴う支払備金取崩の影響額が含まれていますので、これを調整した実質的

な基礎利益は約130億円の増益となっています。右のグラフではこの増益要因を説明
しています。

第一生命単体では、追加責任準備金の積み立てに因る予定利息の負担軽減等で約

44億円、運用損益の改善で約197億円の増益要因となりました。証券化した住宅ロー
ン等債権の劣後受益権売却益を上半期に 「その他運用収益」に計上したことがプラス

に寄与しています。他方、為替が円安に振れたことにより第３四半期単独で利息配当

金収入は改善の兆しを見せていますが、上半期までの円高の影響もあり、累計では

微減にとどまっています。

第一フロンティア生命では、定額年金の販売増により予定利息負担が約49億円増加
していますが、これは利息配当金収入の増収による運用損益の改善約62億円により
相殺しています。預り資産残高の拡大に伴い、順ざやが拡大しつつあることをご確認

下さい。

次に８ページをご覧ください。
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左のグラフは第一生命単体の解約失効高ならびに解約失効率の状

況を示しています。解約失効対策として、過去からの継続的な取組

みに加え、お客様接点の強化を行った結果、すでに業界最低水準

である当社の解約失効高は前年同期比7.2%減、解約失効率は前

年同期の3.54%から3.41%へ改善しました。

右のグラフは営業職員数とその生産性を示しています。営業職員数

は、これまでと同様、緩やかな増加トレンドにあります。営業職員１

人当たり新契約件数が前年同期比で減少しているのは「メディカル

エール」や「グランロード」投入効果の反動減が現れたものですが、

「順風ライフ」や「メディカルエール（終身型）」など収益性の高い商品

の件数は引き続き、増加を続けています。

次に９ページをご覧ください。
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資産運用の状況についてご説明します。

左のグラフは第一生命の一般勘定資産の構成比を示しています。

引き続き、ＡＬＭと厳格なリスク管理の考え方に基づいて、円建て公

社債など確定利付資産中心の運用を行っています。

国内株式の保有比率は一般勘定資産の6.9%まで低下しました。右

のグラフは国内株式の簿価残高の推移を示しています。国内株式

の売却は、ほぼ計画通りの進捗となっています。

責任準備金対応債券区分での超長期債の積み増しによるデュレー

ションの長期化については、上半期に通期計画対比で前倒しで進

めてきましたが、第３四半期もそのペースを継続しました。

次に１０ページをご覧ください。
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第一生命単体の健全性についてご説明します。

左の表では一般勘定各資産の含み益の変化を示しています。前期

末と比較すると、円安を背景とする外国証券の含み益の増加が国

内債券・国内株式の含み益の減少を吸収し、全体の含み益は増加

に転じました。

右の折れ線グラフで示したソルベンシー・マージン比率は、外国証

券を中心とするその他有価証券の含み益拡大と、内部留保の積み

増しにより、前期末に比べ52.1ポイント改善し、628.0%となりました。

次に１１ページをご覧ください。
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第一フロンティア生命の状況についてご説明します。

この第３四半期には新商品の投入はありませんでしたが、引き続き円

建定額年金や外貨建終身保険の販売が堅調に推移したうえ、８月に

投入した変額年金の新商品の販売が増加しており、保有契約高は２

兆円を突破しました。マーケット環境が好転する中、第一フロンティア

生命のバランスの取れた商品ポートフォリオが強みを発揮しつつあり

ます。

預り資産残高の積み上がりを背景とする収益改善効果に加え、内外

の運用環境の改善により、以前に販売した変額年金の最低保証に係

る責任準備金が前年同期の407億円の「繰入れ」から、当第３四半期
は136億円の「戻入れ」に転じています。

当第３四半期では、上半期までに計上していなかった、最低保証に係

る危険準備金を３四半期分積み立てましたが、その上で、四半期純損

失は前年同期の243億円から134億円へと大幅に改善しました。

次に１２ページをご覧下さい。
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オーストラリアのＴＡＬ社につきましては、第３四半期は上半期のよう

な大型の団体保険新契約はありませんでしたが、ストックの積み上

がりに加え、個人向けの新契約が堅調に推移し、保険料等収入は

前年同期比13％増となりました。

経常利益・純利益は前年同期比で若干のマイナスとなりましたが、

これは先ほどご説明した通り、オーストラリアの金利低下幅が前年

同期に比べて小幅にとどまり、会計上の利益押し上げ効果が前年

同期を下回ったためです。こうした金利変動の影響額や無形固定資

産償却額、一時費用等を除く「修正利益」は保険契約の拡大に伴い

、二桁の伸びを継続しています。

現地のコンサルティング会社Plan for Life社が発表した２０１２年９月

末のオーストラリア保険市場統計によりますと、ＴＡＬは保障性商品

市場において市場平均を上回る成長を続け、保有契約年換算保険

料で見た業界シェアは同率２位の13.5％となっています。

次に１３ページをご覧下さい。
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海外事業についてアップデートいたします。すでにリリースで報告して

おりますが、ジャナス・キャピタル･グループにつきましては、出資比率

が19.9％に達するとともに、１月22日付で当社執行役員がジャナス社
の非常勤取締役に就任しました。当社は今後ジャナス社を持分法適用

関連会社とする予定で、ジャナス社の収益に対する持分損益を、来年

度第１四半期より当社の連結損益に取り込むことになります。

続いて第一生命グループの２０１３年３月期連結業績予想についてご

説明します。

当第３四半期も通期業績予想に対して高い進捗を示しておりますが、

通期の利益予想は据え置きとしています。年明け以降も、堅調な内外

金融市場の下で引き続き高い進捗ペースで利益水準は推移していま

すが、期末までにはなお変動要素も残ること、また成長分野拡大に向

けた財務基盤強化の前倒しレベルの見極めも必要なため、現時点で

は通期の利益予想は据え置きとしています。



次に１４ページをご覧下さい。
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２０１２年１２月末の保有契約をベースに１２月末の経済前提を使っ

たグループ・エンベディッド・バリューの試算を行っています。

２０１２年１２月末のＥＶは修正純資産が約2兆600億円、保有契約

価値が約8,300億円で、合計約2兆8,900億円となりました。２０１２

年９月末に比べ約4,100億円の増加となります。

修正純資産は、内外株式市場の回復や為替が円安に振れるなど

経済環境の改善により、約2,300億円増加しました。

保有契約価値は、新契約の獲得や長期金利の上昇により、約

1,700億円増加しました。

グループ各社別に見ると、第一生命単体ではＥＶは増加した一方、

第一フロンティアのＥＶはボラティリティの上昇等により微減となって

います。

次に１５ページをご覧下さい。
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ＴＡＬの２０１２年１２月末ＥＶは約1,600億円でした。新契約の伸展

により現地通貨建てのＥＶが伸びたことに加え、円換算ではグルー

プＥＶへの貢献度が高まっています。

以上で、私からの説明を終了させていただきます。
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